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　「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の調査結果を
踏まえて，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授業の
アイディアの一例を示すものとして，国立教育政策研究所に
おいて作成したものです。
　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけではなく，学
校全体で組織的・継続的な取組によって改善を図っていくことが
大切です。
　「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など様々な
場面で活用され，児童生徒の学習状況の改善につながることを
期待しています。

平成29年度　＜中学校＞
全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた



ケースに応じて

授業アイディア例

調査問題の解答類型（※）等から
つまずきの状況を把握し，
その解決を図る事例

※解答類型とは？

　解答類型は，児童生徒一
人一人の具体的な解答状況
を把握することができるよ
う，設定する条件などに即
して解答を分類，整理する
ためのものです。
　正誤だけではなく，一人
一人の誤答の状況（どこで
つまずいているのか）等に
着目した学習指導の改善・
充実を図る際に活用するこ
とができます。

P.   5  「読んだ本の魅力を紹介する」
P.   7  「『○○中学校の生活』を紹介する資料を作ろう」

中学校
国 語

P.   9  「万華鏡の模様を観察し，図形的に考察しよう」
P.11  「�条件を保ったまま図形の形を変えて，変わらな

い性質を見いだそう」
P.13  「�全校生徒の体力向上のために，１日あたりの運

動時間の目安を提案しよう」

中学校
数 学

の見方

数学

B5⑶

「全校生徒の体力向上のために，１日あたりの運動時間の目安を提案しよう」
～目的に応じて資料の傾向を整理して比較し，提案したいことの根拠を明らかにする～
　提案したいことがある場合，客観的な根拠を明らかにしておくことが大切です。そのために情報を適切に読み取っ
たり，視点を変えてまとめ直したりして，複数の資料を正しく比較できるようにすることが大切です。しかし，与え
られた情報に基づいて資料の特徴を比較して説明することに課題がみられました。そこで，本アイディア例では，目
的に応じて相対度数を求めて２つの資料を比較し，「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ということの
根拠を明らかにして提案できるようにする指導事例を紹介します。

授業アイディア例

Ⅰ·Ⅲ
T Y P E

体育委員会では，全校生徒の体力向上のために，「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ことを
提案したいと考えています。

１．２つの資料について相対度数で比較する必要があることを確認する。

２．ヒストグラムで２つの資料の傾向を比較する。

相対度数を求めると，右のようになりました。

同じような傾向ということかな。

位置がずれているのかな。

山の形は，ほとんど同じだね。

横軸の目盛りを見ると，ちょっと違うよ。

全校生徒の体力テストの結果について，１日あたりの運動時間が１時間
未満の人と１時間以上の人で分けて整理すると，右のようになります。

そうですね。では，各階級の相対度数を求めて，
１日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人では
どのような違いがありそうか，調べてみましょう。

２つのヒストグラムの特徴を比較すると，どのようなことがいえるでしょうか。

作った度数分布表から傾向をみやすくするために
ヒストグラムをつくると，次のようになりました。

あれ？重ねたことで
隠れてしまう部分が
あってわかりにくいね。

それなら度数分布多角形に
してみたらどうかな。

それぞれの合計人数が違うから，
度数をそのまま比べることは
できないと思うよ。

合計人数が違う場合は，
相対度数を使えばいい
と思います。

ヒストグラムを
重ねてみよう。

重ねてみれば山の位置の
ずれがわかりやすく
なりそうだね。

〈１時間目〉「  １日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人で，体力
　　　　　　テストの結果に違いがあるかを調べるための工夫の仕方を考えよう。」 階級（点）

１時間
未満

１時間
以上

度数
（人）

度数
（人）

    以上 　  　   未満
10　～　20 3 0
20　～　30 18 3
30　～　40 54 18
40　～　50 63 57
50　～　60 33 99
60　～　70 9 69
70　～　80 0 9

合計 180 255

階級（点）
１時間未満 １時間以上

度数
（人）

相対
度数

度数
（人）

相対
度数

    以上 　  　   未満
10　～　20 3 0.02 0 0.00
20　～　30 18 0.10 3 0.01
30　～　40 54 0.30 18 0.07
40　～　50 63 0.35 57 0.22
50　～　60 33 0.18 99 0.39
60　～　70 9 0.05 69 0.27
70　～　80 0 0.00 9 0.04

合計 180 1.00 255 1.00

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90

1日あたりの運動時間が
1時間未満の人の
ヒストグラム

（点）

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90

1日あたりの運動時間が
1時間以上の人の
ヒストグラム

（点）

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90 （点）

2つのヒストグラム

教師

２つのヒストグラムの特徴を比較すると，どのようなことがいえるでしょうか。

50 60 70 80 90

ポイント
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本授業アイディア例において，
特に注目・留意をしていただ
きたい指導上のポイントを記
述しています。

について

教科名，本授業アイディア例
のタイプ，該当設問を示して
います。

タイトルではどのような活動を
行うのかを，サブタイトルでは
どのような力を身に付けたい
のかを示しています。

調査結果から見られた課題
についての解説や本授業アイ
ディア例の作成意図，指導の
狙い等を記述しています。

ポイント

課題の解決に向けた観点として，次の３つのタイプを設けています。

1



2

短時間で
知識・技能を確認して
定着を図る事例

数時間にわたる学習過程の
中で，知識・技能の習得と
活用を図る事例

ピンポイントで

P.11  「�条件を保ったまま図形の形を
変えて，変わらない性質を見
いだそう」

P.13  「�全校生徒の体力向上のために，
１日あたりの運動時間の目安を
提案しよう」

中学校
国 語

中学校
国 語

P.   3  �「名インタビュアーになろう」
P.   4  「�自分が使ってみたい語句につ

いてスピーチをする」
P.   5  「�読んだ本の魅力を紹介する」

中学校
数 学

中学校
数 学

B 5　情報の適切な選択と判断（運動時間の調査）

B 5⑶　正答率 18.0 %　　　
　「420分未満より420分以上の女子の方が，合計点が高い傾向にある」と主張
できる理由を，グラフの特徴を基に説明する。

課題の見られた問題の概要と結果

〔第１学年〕
 Ｄ　資料の活用　⑴ イ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成 29 年度　報告書　中学校　数学」 P.140 ～ P.146，　「平成 29 年度　解説資料　中学校　数学」 P.121 ～ P.127

３．資料の傾向を捉えて運動時間の目安を判断し，その根拠を説明する。

４．客観的な根拠に基づいて，わかりやすく提案する。

〈２時間目〉「１日あたり１時間以上運動することが望ましいことの根拠を示し，提案しよう。」

この表し方でも，得点が高い方にずれていることがわかるね。

２つの度数分布多角形を重ねると，次のようになります。この度数分布多角形から，
「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ことがいえるでしょうか。

同じような形をしている２つの度数分布多角形を重ねたものをみると，分布の位置が
ずれていることがわかり，運動時間の目安を説明する際の根拠となりますね。

ヒストグラムが重なって比較することが難しいときの表し方として，
度数分布多角形の他にも表し方の工夫が考えられますか。

そのような表し方の工夫もあるのですね。
みなさんが体育委員だとして，資料の特徴を基に，
「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」
ことについて提案してみましょう。

山の高いところで比べると，
１時間以上の方の得点が
10点高いよ。

ということは，望ましいことの理由は「度数分布多角形が同じような形をしていて，
１時間未満よりも１時間以上の方が右側にある。」という説明でいいかな。

僕は，２つのヒストグラムを右のように並べてみました。
こうすることでヒストグラムのままでも分布を比較する
ことができると思います。

１時間以上の方が
右にずれているので，
「１日あたり１時間以上
運動することが望ましい」
といえそうだね。

右にあるって，
どういうことかな。

いえるよ。だって，
１時間以上の方が
右にあるから。

２つの度数分布多角形を重ねると，次のようになります。この度数分布多角形から， ポイント

みなさんが体育委員だとして，資料の特徴を基に， ポイント

  本授業アイディア例     活用のポイント !
● 　資料の大きさが異なる場合，度数で単純に比べるのではなく，相対度数を用いる必要があることを確認する場面を設定

することが大切である。
● 　資料の傾向を判断することができるようにするために，度数分布多角形を用いて２つの資料の分布の特徴を捉える場面を

設定することが大切である。
● 　ヒストグラム，度数分布多角形，幹葉図（幹葉表示），箱ひげ図などの表し方を取り上げ，資料の傾向について話し合う

場面を設定することも考えられる。

私が体育委員だとして，提案してみます。
「１日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人の体力テストの結果を
比べてみました。この２つの度数分布多角形をみてください。これらを比較すると…」

（点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

（相対度数）
0.40　 0.30　 0.20　 0.10　 　0

（相対度数）
0　 　0.10　 0.20　 0.30　 0.40

1日あたりの運動時間が
1時間以上の人の
ヒストグラム

1日あたりの運動時間が
1時間未満の人の
ヒストグラム

（相対度数）

0.40

0.35

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0
10 20 30 40 50 60 70 80 90 （点）

1時間未満

1時間以上

2つの度数分布多角形（度数折れ線）

（相対度数）

0.40

0.35

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0
10 20 30 40 50 60 70 80 90 （点）

1時間未満

1時間以上

2つの度数分布多角形（度数折れ線）
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プロセスの中で

該当する設問の概要，正
答率を示しています。

本授業アイディア例を活用するに当
たって，授業づくりの参考となるよう，
他の学年・各教科等での指導に生か
すことなど，参考となる情報や指導上
の留意点等を記述しています。

調査問題に関係する学習
指導要領における領域・
内容を示しています。

国立教育政策研究所で作成し
ているほかの資料の関連部分
を示しています。

参照▶

  本授業アイディア例     活用のポイント !



国語

A7一

「名インタビュアーになろう」
～相手に分かりやすいように語句を選択して話す～

　必要な情報を引き出す際に，相手に分かりやすいように語句を選択して話すことに課題が見られました。そこで，本アイディア例
では，身近な話題をテーマにして相互にインタビューをし合う学習を提案します。相手に聞きたいことを明確にした上で相互にイン
タビューをし合うとともに，インタビューをする立場だけでなく，回答者や評価者としての立場から適切なやり取りができたかどう
かについて振り返ることで，相手に分かりやすいように語句を選択して話すことについて理解を深めることを狙いとします。

❶�　グループごとにテーマを決め，どのような言葉で質問
すればよいのかについて考える。
❷�　グループ内で立場（インタビュアー，回答者，評価者）
を決めてインタビューをする。評価者はインタビューの
様子を動画で記録しながら，「インタビュアーは相手から
引き出したいことが分かるように質問しているか」という観点で評価をする。
❸�　グループごとに記録した動画を見ながら振り返り，それぞれの立場でよかった点や修正が必要な点に
ついて意見を述べ合う。

❹�　よりよいインタビューをするための観点について，各グループで意見をまとめて発表する。教師は出
された意見をまとめる。

❺�　交流を通して得られた観点に注意して，立場をかえてインタビューをし，互いに評価し合う。

〔動画を基にしたグループでの振り返りの例〕　　　　　インタビューのテーマ：「最近，うれしかったこと」

●　本時の後に，グループやテーマをかえてインタビューをし合うことも考えられる。
●�　「平成28年度【中学校】授業アイディア例」P.４「動画を用いて話合いを振り返る」と関連させて指導することも考えられる。
●　国語科で学習したインタビューの仕方を，他教科等の学習に生かすことも考えられる。

参照▶「平成 29年度　報告書　中学校　国語」　P.46 ～ P.48，　「平成 29年度　解説資料　中学校　国語」　P.35 ～ P.38

　答えづらかったのは，場面②の「どのくらいの選手が参加していたのですか」という質問です。
選手の学年や実力を聞いているのか，本校からの参加人数を聞いているのか分かりませんでした。

　場面③でより詳しい情報を得るために，「練習メニューを考えて取り組んだ」という回答の後で，
「どのような点がかわったのですか」と聞いたことはよかったと思います。

　場面②で知りたかったのは，大会全体の参加人数です。このときに，「どのくらいの選手が」で
はなく，「大会全体で何人の選手が」と質問すればよかったのですね。

　これまでの練習とどのような点
がかわったのですか。

教師

インタビュアー

インタビュアー

回答者

回答者

評価者

インタビューのテーマの例
● 「最近，うれしかったこと」
● 「日常生活の中での忘れられない一言」

など  

　よりよいインタビューにするためには，次のような観点に留意するとよいですね。
・答えてほしい内容を引き出すことができる語句の使い方になっているか。
・事前に準備した質問だけでなく，回答された内容に対しても質問しているか。

場面① 場面② 場面③

A7　学校図書館で先生に相談する
A7一　正答率 54.8 %　先生から必要な情報をもらうために適した発言に直す。

〔第１学年〕
 Ａ　話すこと・聞くこと　ウ

学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果

Ⅱ
T Y P E

  本授業アイディア例     活用のポイント !

　最近，うれし
かったことを教
えてください。

　おめでとうござ
います。その大会
には，どのくらい
の選手が参加して
いたのですか。

　……大きな大
会だったので
すね。勝因は何
だったと思いま
すか。

　卓球大会の
個人戦で優勝
したことです。

　ええと……，
本校からは８
人の選手が参
加しました。

　卓球部のみんな
で練習メニューを
考えて取り組んだ
ことだと思います。

授業アイディア例
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国語

A9五

「自分が使ってみたい語句についてスピーチをする」
～多様な語句の意味を理解し，場面に応じて適切に使う～

　事象や行為などを表す多様な語句について，場面や状況に応じて適切に使うことに課題が見られました。そこで，本アイ
ディア例では，日常生活や社会生活の中で出合った語句に関心をもち，その語句を他の人に紹介する学習を提案します。身
の回りにある様々な語句に着目し，その語句の意味を調べたり，どのような場面でどのように使うのかをスピーチを通して
紹介し合ったりすることで，多様な語句とその使い方について理解を深めることを狙いとします。

❶　ノートに書き留めてある「自分が使ってみたい語句」の中から，他の人に紹介する語句を決める。

❸　語句と使う場面とが合っているかどうかをペアまたはグループで検討する。

❹　使う場面や具体的な使い方とともに語句を紹介する。

❷�　どのような意味をもつ語句なのかを調べ，どのような場面で使うのかについて考える。必要に応じて，
似た意味をもつ語句などについても調べる。

●　調べた語句の意味と使う場面とを記載した語彙集を作成する学習活動も考えられる。

参照▶「平成 29年度　報告書　中学校　国語」　P.54 ～ P.66，　「平成 29年度　解説資料　中学校　国語」　P.44 ～ P.54

　私が紹介する語句は，新聞記事の中で見付けた「快挙」という語句です。「快挙」は「胸がすくようなすば
らしい行為。」という意味です。
　「あまり目立った活躍がなかった１組が，合唱コンクールで快挙を成し遂げました。」というように使います。
「優勝しました」と表現するよりも，勝って心が晴れやかになったことが表現されていると思います。ちょう
ど今，特別活動で合唱コンクールについて振り返る文章を書いているので，実際に使ってみたいです。

　「偉業」は，「立派な仕事。」という意味だね。合唱コンクールでの優勝も立派だけど，「偉業」は
少し言い過ぎではないかな。

　「痛快」は，「とても愉快なこと。」を表すのだね。周りの予想に反しての優勝だから使えないこ
とはないけど，勝って心が晴れやかになったことを考えると，「快挙」の方が適切だと思うな。

　似た意味を表す語句でも，場面や状況によってどの語句が適切であるかを検討するこ
とが大切です。

　自分が使ってみたい語句を一つ取り上げ，ス
ピーチをして紹介し合いましょう。取り上げる
語句については，辞書などを使って意味を調べ
ることができる語句かどうかを考えて選びま
しょう。また，実際に語句を使う場面や具体的
な使い方も紹介できるようにしましょう。

〔国語辞典などで調べた語句の例〕

〔スピーチの例〕

教師

快挙：胸がすくようなすばらしい行為。
痛快：とても愉快なこと。
偉業：立派な仕事。
勝利：戦いに勝つこと。

A9　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
A9五　正答率 36.5 % 　話合いの記録として適切な言葉を考える。

課題の見られた問題の概要と結果

Ⅱ
T Y P E

〔第 1学年〕 伝国⑴ イ (ウ)

学習指導要領における領域・内容

  本授業アイディア例     活用のポイント !

　「快挙」という語句を取り上げたいな。１組が合唱
コンクールで優勝したことを表すのに使えそうだな。
本当に使えるかどうか意味を調べて確かめてみよう。
ほかにも，似たような意味の語句がありそうなので，
調べてみる必要があるな。

第１時

第 2時

（授業前の生徒の準備）学校生活の中やテレビの報道，新聞などから，「自分が使ってみ
たい語句」をノートに書き留めておく。

書き留めてある語句の例
● （学校生活の中から）「承認」，「否認」
● （新聞の見出しから）「激闘」，「歓喜」
● （季節の言葉から）「花あかり」，「うららか」

など

快
挙

か

い

き

ょ

授業アイディア例
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国語

B1三

「読んだ本の魅力を紹介する」
～文章の表現の工夫について，自分の考えを分かりやすく伝える～

　文章の表現の工夫について，自分の考えを書くことに課題が見られました。そこで，本アイディア例では，視点を定めて本を
読み，読んだ本の魅力を紹介する学習を提案します。読書案内や新聞の書評などを基にして選んだ本や，比喩を用いた表現が多
く含まれる本について，それぞれの視点に沿って本を読み，感じたことや考えたことを交流したり，読んだ本の魅力を紹介する
文章を書いたりすることで，文章の表現の工夫について自分の考えをもち，人に分かりやすく伝える力を身に付けることを狙い
とします。

　私は「鋭い風刺」という箇所も気になるな。猫の目を
通して描かれる人間社会はどのようなものなのかな。

　私は，夏目漱石の『吾輩は猫である』を紹介してい
る文章の「歯切れのよい文体」という箇所に興味をもっ
たよ。今までに読んだ本の文体との違いを確かめてみ
たいな。Aさん

教師

Bさん

　「本を読む際の視点」をノートに書きましょう。全員共通の視点は「表現の工夫」です。さらに，各自で
興味をもったことを基にした視点も書きましょう。例えば，Ｂさんの視点は「『鋭い風刺』が指している内容」
ですね。Ａさんのように「表現の工夫」について興味をもった人は，全員共通の視点だけでも構いません。

　本を紹介している文章のどの箇所に，どのような興味をもったのかを明確にして交流しましょう。

〔「本を紹介している文章」を基にした交流の例〕

　捨て猫である「吾輩」は中学校教師に拾われ，その家に住
み着きます。そこで見聞きした物事が「吾輩」によって語ら
れます。鋭い風刺，歯切れのよい文体など，多くの読者を魅
了するこの作品は，時代を超えて読み継がれています。

「吾輩は猫である。
名前はまだ無い。」

B 1　文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）
B 1三　正答率 42.3 % 　比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考えた

ことを書く。

〔第１学年〕　Ｂ　書くこと　ウ
〔第１学年〕　Ｃ　読むこと　エ
〔第１学年〕　伝国⑴ イ (ｵ)

学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果

Ⅰ·Ⅲ
T Y P E

　本を紹介している文章を
基に読む本を決め，「本を
読む際の視点」をノートに
書く。　　　（TYPEⅢ：第１時）

（言語活動）　読んだ本の魅力を紹介する文章を書く。

　「本を読む際の視点」に
沿って本を読み，感じたこ
とや考えたことをノートに
書き留めておく。
（TYPEⅢ：第２時／TYPEⅠ：第１時）

　グループごとに「本を読
む際の視点」に沿って感じ
たことや考えたことを交流
する。
（TYPEⅢ：第３時／TYPEⅠ：第２時）

　「本を読む際の視点」に
触れながら，読んだ本の魅
力を紹介する文章を書く。
（TYPEⅢ：第４時／TYPEⅠ：第３時）

学習の流れ

○�　グループごとに読む本を一冊決め，興味をもった箇所を基にして「本を読む際の視点」をノートに書く。

○�　学習の見通しをもち，教科書に載っている読書案内や新聞の書評などの本を紹介している複数の文章を
見て，興味をもった箇所に各自で線を引く。

○　興味をもった箇所についてグループで交流する。

教材例

TYPE Ⅲ：第１時

●　（TYPE Ⅲで授業をする場合）
　教科書に載っている読書案内や新聞の書評及びそれらを基にして選んだ本など
●　（TYPE Ⅰで授業をする場合）
　宮下奈都『スコーレＮｏ．４』（平成 29 年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ1）など

『吾輩は猫である』
夏目　漱石

●�　本アイディア例は二つのTYPEで示している。TYPEⅢ（数時間にわたる学習過程の中で，知識・技能の習得と活用を図る
事例）で授業を行う際には，本アイディア例の冒頭から，TYPEⅠ（調査問題の解答類型等からつまずきの状況を把握し，
その解決を図る事例）で授業を行う際には，本アイディア例P.６からの学習の流れを参考にするとよい。

  本授業アイディア例     活用の仕方

授業アイディア例
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参照▶「平成 29年度　報告書　中学校　国語」　P.68 ～ P.75，　「平成 29年度　解説資料　中学校　国語」　P.56 ～ P.62

（TYPE Ⅰ・Ⅲの発言例）　比喩を用いた表現で特に印象に残ったのは，「興奮のあまり黒い目が濡れ
たように光って怖いくらいだった。」という部分で，ここから，自分の思い付きに心を躍らせている七
葉の様子が分かったよ。麻子は，七葉の自由奔放さに戸惑っているのではないかな。

（TYPE Ⅲの発言例）　私は「麻子の心の動き」という視点で読んだよ。文章中に，「負けていない，けど，勝
てはしない。」という表現があり，麻子は七葉の自由奔放さに引け目を感じている気がしたな。また，こ
のような表現が作品全体の始めの方にあることで，麻子の心の動きに着目しながらその後の話を読む
ことができて，話の展開が工夫されていると感じたな。

〔宮下奈都『スコーレＮｏ．４』を読んだグループの交流の例〕

※　本を読む時間を十分に確保するように留意する。

TYPE Ⅰで授業をする場合のポイント
●�　教材として，宮下奈都『スコーレＮｏ．４』（平成 29 年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ1）

など，比喩を用いた表現が多く含まれる本を提示し，「本を読む際の視点」として，「比喩を用いた表現」
を示す。実態に応じて，全員で同じ場面を読んだり，グループごとに別の場面や本を読んだりすること
が考えられる。

TYPE Ⅰ：第１時

TYPE Ⅰ：第２時

TYPE Ⅰ：第3時

TYPE Ⅲ：第2時

TYPE Ⅲ：第３時

TYPE Ⅲ：第4時

（TYPE Ⅰ）授業前の教師の準備

（TYPE Ⅰ）第２時終了後の教師の分析

　Ｂ1三についての生徒の解答の状況を「解答類型」（ 平成 29 年度　報告書　中学校　国語 ) に照らして把
握する。特に，以下の「解答類型」の生徒の解答の状況に着目する。
●「解答類型３」の生徒
�　  比喩を用いた表現が含まれる一文を抜き出して感じたことや考えたことを具体的に書いているが，取り上　
　げた表現について，「誰（何）」の，「どのような」様子なのかを明確にして書くことができていない。

　第２時終了後に，ノートの記述内容を分析する。
　授業前に把握した「解答類型３」に該当する生徒が，次のような内容を記述することができているかどう
かを見る。
●�　比喩を用いた表現を取り上げ，「誰（何）」の，「どのような」様子なのかを明確にした上で，感じたこと

や考えたことを具体的に書いている。
　第２時終了後に不十分だった生徒については，第３時の本の魅力を紹介する文章を書く様子を観察し，必
要に応じて指導する。

○�　「本を読む際の視点」に沿って本を読み，感じたことや考えたことをノートに書き留めておく。

○�　「本を読む際の視点」に沿って感じたことや考えたことをグループで交流する。

○�　交流した内容を踏まえ，新たに感じたことや考えたことを各自でノートに書く。

○�　前時のノートを参考にして，「本を読む際の視点」について触れながら，自分が読んだ本の魅力を紹介す
る 100 ～ 200 字程度の文章を書く。

交流する際の留意点
● 考えの根拠となる表現を文章中から引用しながら述べる。
● 引用した表現について，どのように読み取ったのかが分かるように説明する。特に，比喩を用いた表 
 現については，「誰（何）」の，「どのような」様子なのかを明確にする。

ポイント

  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　本の魅力を紹介する文章の形式については，書評や読書案内，ポップなど生徒の実態に応じて工夫するとよい。また，完成

したものを学校図書館などに掲示したり，次年度以降に同様の単元を行う際の教材として活用したりすることも考えられる。
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国語

B3三

「『○○中学校の生活』を紹介する資料を作ろう」
～見通しをもって情報を収集する～

　必要な情報を集めるための見通しをもつことに課題が見られました。そこで，本アイディア例では，小学校６年生
向けに「『○○中学校の生活』を紹介する資料」を作成する学習を提案します。資料を作成する目的や相手を意識し
ながら，どのような情報を掲載すればよいのかや，なぜその情報を掲載しようと考えるのかなどについて検討し，見
通しをもって情報を収集する力を身に付けることを狙いとします。

　学校教育目標が載っているけれど，これは，目標を知っておくといろいろな場面で役立つということなのかな。

　学校教育目標を知っておいた方が，学校の目指す方向についての校長先生の話なども理解しやすいのではないかな。
また，１年間の行事予定を載せているのは，いつ，どのような行事が行われるのかや，そのための準備をどのようにす
ればよいのかなどについて，見通しをもってもらいたいからだね。月ごとに枠で囲って示してあるので分かりやすいね。

Aさん

教師

　小学校６年生向けに，「『○○中学校の生活』を紹介する資料」を作ります。どのような情報を掲載
すればよいのかや，なぜその情報を掲載しようと考えるのかなどについて検討しながら，グループご
とにＡ４判の紙１枚にまとめましょう。

B 3　必要な情報を集める（「走れメロス」）
B 3三　正答率 69.3 % 　アンケートをとる対象と質問内容，その質問についての回答を基に

した内容を載せることで興味をもってもらえると考えた理由を書く。
〔第１学年〕Ｂ　書くこと　ア

学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果

Ⅰ
T Y P E

（言語活動）　小学校６年生に向けて「『○○中学校の生活』を紹介する資料」を作成する。

学習の流れ

教材例 ●　自校の「学校説明会資料」，新入生に配付する生徒会資料など

授業前の教師の準備
　Ｂ3三についての生徒の解答の状況を「解答類型」(平成 29年度　報告書　中学校　国語 )に照らして把
握する。特に，以下の「解答類型」の生徒の解答の状況に着目する。
●「解答類型２」の生徒
　�   アンケートをとる対象と質問内容を適切に書いているが，その質問についての回答を基にした内容を載せ
ることで作品に興味をもってもらえると考えた理由を書くことができていない。

　「学校説明会資料」などに掲載さ
れている情報について，それぞれの情
報が掲載されている理由や情報の示さ
れ方についてグループで意見を述べ
合う。� （第１時）

　掲載したい情報とその情報を掲載す
る理由，情報の収集の方法，情報の示
し方についてグループで交流する。
　掲載する情報のアイディアを整理
したノートを基に，実際に情報を収
集する。� （第２，3時）

　収集した情報を基に，「『○○中
学校の生活』を紹介する資料」を作
成する。� （第４時）

第１時

❶　学習の見通しをもつ。

❷�　「学校説明会資料」などに掲載されている情報について，それぞれの情報が掲載されている理由や情報の
示され方についてグループで意見を述べ合う。

❸�　❷で交流した内容を生かしながら，「『○○中学校の生活』を紹介する資料」に掲載したい情報とその情
報を掲載する理由，情報の収集の方法，情報の示し方について考え，各自でノートに書く。

授業アイディア例
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参照▶「平成 29年度　報告書　中学校　国語」　P.82 ～ P.87，　「平成 29年度　解説資料　中学校　国語」　P.68 ～ P.75

　○○中学校の１年生が小学校の頃より難しくなったと感じている教科についてアンケートをとり，出された教科名と具体的な勉
強の仕方を表にして載せるとよいと思うな。６年生にとって役立つ情報なのではないかな。

第１時終了後の教師の分析
　第１時終了後に，ノートの記述内容を分析する。
　授業前に把握した「解答類型２」に該当する生徒が，次のような内容を記述することができているかどうかを
見る。
●　「『○○中学校の生活』を紹介する資料」に載せる情報について，掲載する理由を具体的に書いている。
　第１時終了後に不十分だった生徒については，第２時，第３時の交流の様子を観察し，必要に応じて指導する。

❹�　掲載したい情報とその情報を掲載する理由，情報の収集の方法，情報の示し方についてグループで交流
する。

❺　交流した内容を踏まえ，各自のノートを見直す。
　　※　必要に応じて，小学校６年生にどのような情報があると便利かについて取材することも考えられる。

❻　掲載する情報のアイディアを整理したノートを基に，グループ内で分担して実際に情報を収集する。

❼　収集した情報を基に，「『○○中学校の生活』を紹介する資料」を作成する。

掲載する理由を考える際の留意点
● その情報を掲載することで，どのような効果が期待できるのかを具体的に考える。 ポイント

第 4時

第 2時，第３時

　アンケートで出された教科名を全部載せるの
ではなく，上位三つに絞って載せた方がインパ
クトがあるのではないかな。また，勉強の仕方
については，生徒に聞いてもよいけれど，教科
の先生に聞いて載せた方が説得力があるのでは
ないかな。

　それらの情報に触れることで，中学校での勉強
に対する心構えができるということだね。情報の
示し方については，教科の先生の似顔絵に吹き出
しを付けて，その中に教科名とアドバイスを書く
という工夫をするのはどうかな。

掲載したい情報 その情報を掲載する理由 ◇情報の収集の方法　◆情報の示し方
・�小学校の頃より難しく
なったと感じている教科
　（上位３教科）
・�それらの教科の具体的
な勉強の仕方

・６年生に役立つ情報だから。
　�現在の中学校１年生の思いや，
教科の先生の言葉に触れること
で，中学校での勉強に対する心
構えができると考えられるから。

◇�難しくなったと感じている教科や
具体的な勉強の仕方について，中
学校１年生にアンケートをとる。
◇�具体的な勉強の仕方について，教
科の先生にインタビューをする。
◆�表にする。それぞれの教科の先生
の似顔絵に吹き出しを付け，その
中に教科名とアドバイスを書く。

  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　作成した資料は，学校のウェブページに掲載したり，入学前の新入生 (保護者 ) 説明会や，入学後の新入生オリエンテー
ション等で配付したりして活用することなども考えられる。
●�　「平成 25年度【中学校】授業アイディア例」P. ９～ P.10「『世界遺産』の資料に，新たな情報をプラスしよう」や「平
成 28年度【中学校】授業アイディア例」P. ５～ P. ６「係の活動への協力を呼びかけるちらしを作る」，「平成 28年度【中
学校】授業アイディア例」P. ７～ P. ８「興味をもったり疑問に思ったりしたことについて調べよう」と関連させて指導
することも考えられる。

〔掲載する情報のアイディアを整理したＡさんのノートの例〕
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数学

B1⑵⑶

「万華鏡の模様を観察し，図形的に考察しよう」
～図形の移動に着目して，見いだした事象の特徴を的確に捉え，数学的に説明する～
　実生活の場面では，事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確に捉えて考察することが大切です。しかし，事
象の特徴を的確に捉え，数学的な表現を用いて説明することに課題がみられました。そこで，本アイディア例では，
図形の移動に着目して２つの図形の関係を捉え，数学的な表現を用いて説明することや，身の回りにある模様の中か
ら様々な図形の移動を捉えることができるようにする指導事例を紹介します。

授業アイディア例

Ⅰ
T Y P E

万華鏡は筒状のおもちゃで，中に３枚の鏡を組み合わせた正三角柱が入っています。
鏡が内側を向いているので，中をのぞくと，正三角柱の底面にある模様が周りの鏡に
映って見えます。万華鏡をのぞいたときに見える万華鏡の模様を観察してみましょう。

実際に万華鏡を
のぞいたときに見えた模様

１． 万華鏡の模様について，図形の対称性に着目して観察する。

２． 万華鏡の模様を図形の移動に着目して，２つの図形の関係を捉える。

３．移動前と移動後の２つの図形の間に成り立つ事柄を説明する。

万華鏡をのぞいてみましょう。

万華鏡の模様は，どうして美しく見えるのでしょうか。

万華鏡の美しい模様の中に対称移動をみることができましたね。

アの正三角形の模様はどのような移動でウの正三角形の模様に重なりますか。

きれいだね。

模様がずれてしまうよ。

正三角形の模様がたくさん並んでいるように見えるからかな。

それは，線対称な図形になっているということだね。

同じような模様が並んでいるよ。

平行移動かな。

隣り合う正三角形が線対称になっていることについて，
対称軸を明らかにして説明してみましょう。

イの正三角形の模様はアの正三角形の模様を
どのように移動したとみることができますか。

たくさん並んでいる正三角形の模様のうち，
隣り合う模様同士は折ると重なると思うよ。

隣り合う２つの正三角形の模様の共通する辺を対称軸とする
線対称な図形になっていると思います。

イの正三角形は，アの正三角形と共通する辺を
対称の軸として移動したとみることができます。

本当だ！アの正三角形を基に対称移動を繰り返して，
美しい模様が作られているということがわかるね。

対称移動を何回か繰り返すと
重なるね。

１回の対称移動では
重ならないね。

ポイント

教師

ウア
イ

E

F

D
C

B

A
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B 1　事象を図形的に解釈すること（万華鏡）

B 1⑵　正答率 14.8 %　　　 B 1⑶　正答率 53.2 %
　与えられた模様となるような万華
鏡の模様を作りたいときに，その基
となる正三角形の模様を選ぶ。

　四角形ＡＢＣＤの模様が１回の
回転移動によって四角形ＢＥＦＧの
模様に重なるとき，どのような回
転移動になるか説明する。

課題の見られた問題の概要と結果

Ｂ1⑵〔第１学年〕
　　　　Ｂ　図形　⑴ イ
Ｂ1⑶〔第１学年〕
　　　　Ｂ　図形　⑴ イ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成 29 年度　報告書　中学校　数学」　P.112 ～ P.119，　「平成 29 年度　解説資料　中学校　数学」　P.94 ～ P.101

  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　実際に万華鏡を観察し，万華鏡の模様を図形間の関係として捉えて考察する活動を取り入れることが大切である。
●�　移動前の図形と移動後の図形の間に成り立つ事柄を説明する活動を取り入れることが大切である。その際，色画用紙や

ＴＰシートなどで作成された教具を用いて操作する活動を取り入れることも考えられる。
●�　包装紙やタイルなど身の回りにある模様を合同な図形の敷き詰め模様として考え，その中の２つの図形がどのような移

動によって重なるか調べる場面を設定することも考えられる。

4． 万華鏡の模様の基となる正三角形を見いだしながら，学んだ図形の移動について振り返る。

他の移動でも重ねることができないでしょうか。

アの模様は１回の回転移動でウの模様に重なりましたね。
それは，どのような回転移動で重なるか説明してみましょう。

そうですね。回転移動を正しく説明するためには，
回転の中心，方向に加えて回転角の大きさに着目して説明することが必要ですね。

右の図のような模様を作るとき，その基となる
正三角形はどのような模様にすればよいですか。

中心をどこにすればいいのかな。

回転の角度を 120°にすると
アはウに重なるね。

回転の中心，方向だけでなく角度もあるとアの正三角形が
ウの正三角形に重なることについて説明できた！

どのぐらい回転させると
いいのかな。

アは，点Ｃを中心にして時計回りに
回転移動するとウに重なりそうだね。

どの方向に回転するといいのかな。

では，実際にアを点Ｃを
中心にして時計回りに
回転させてみるよ。

アの正三角形は，点Ｃを中心にして時計回りに 120°の
回転移動によってウの正三角形に重なります。

点Ａは点Ｆに移動する
から，回転の角度は
∠ＡＣＦになるね。

回転移動でも重なりそうだよ。

ポイント

ポイント

B C

120°

F

EA

ウア

10



数学

B4⑶

「条件を保ったまま図形の形を変えて，変わらない性質を見いだそう」
～証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだし発展的に考える～

　図形の性質を考察する場面では，筋道を立てて考え証明することや条件を保ったまま図形の形を変えても成り立つ
事柄を見いだすことが大切です。そこで，本アイディア例では，正三角形において条件を保ったまま図形の形を変え
ても成り立つ事柄を見いだし，正三角形で成り立つ事柄が正方形でも同様に成り立つかどうか考えることができるよ
うにする指導事例を紹介します。

Ⅰ·Ⅱ
T Y P E

右の図の正三角形ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ上にＢＰ＝ＣＱとなる点Ｐ，Ｑをそれぞれとり，
線分ＡＰと線分ＢＱの交点をＲとすると，∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱとなる。

１．正三角形において条件を保ったまま図形の形を変えながら観察し，変わらない性質を予想する。

∠ＢＡＰと∠ＣＢＱの大きさは大きくなっていくね。

ＡＰとＢＱの長さも変わっていくよ。

どうして変わらないといえるの。

それは，△ＡＢＰと△ＢＣＱが合同だからだね。

∠ＢＲＰの大きさは変わると思うよ。

私がかいた図では，∠ＢＲＰを測ったら 60°だった。

変わらないのではないかな。

でも，ＡＰ＝ＢＱは変わらないね。

∠ＡＰＢと∠ＢＱＣはいつでも等しいね。

段々と大きくなりそうだね。

僕がかいた図でも，60°だったよ。

前の時間に , △ＡＢＰ≡△ＢＣＱとなることから ,
∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱとなることを証明しましたね。
今日は，ＢＰ＝ＣＱの関係を保ったまま，点Ｐと点Ｑを動かしたとき，
どのようなことがいえそうか考えてみましょう。

それでは，実際に図をかいて
∠ＢＲＰの大きさを測ってみましょう。

みんなが作図したどの図でも∠ＢＲＰの大きさを測っても，その大きさは 60°になっていたね。
そうすると，∠ＢＲＰの大きさは変わらず一定になるのかな。

点Ｒは動いても，∠ＢＲＰと
∠ＱＲＡは対頂角だから等しいね。

ポイント

前の時間に証明したこと

〈前時の振り返り〉

〈本時〉

＜変わる＞ ＜変わらない＞

∠ＢＡＰの大きさ 
∠ＣＢＱの大きさ ∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱ

ＡＰの長さ
ＢＱの長さ ＡＰ＝ＢＱ

∠ＡＰＢの大きさ
∠ＢＱＣの大きさ ∠ＡＰＢ＝∠ＢＱＣ

∠ＢＲＰ＝∠ＱＲＡ

教師

A

B P

R
Q

C

A

B P

R Q

C

みんながかいた図
A

B P

R
Q

C

A

B P

R
Q

C

A

B P

R Q

C

授業アイディア例
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B4　筋道を立てて証明し，証明を振り返って考えること（正三角形）

B 4⑶　正答率 44.9 %　　　
　点Ｄと点ＥをＢＤ＝ＣＥの関係を保ったまま動かしたとき，∠ＢＦＤの大きさ
について正しい記述を選ぶ。

課題の見られた問題の概要と結果

〔第２学年〕
 Ｂ　図形　⑴ ア，⑵ ウ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成 29 年度　報告書　中学校　数学」 P.134 ～ P.139，　「平成 29 年度　解説資料　中学校　数学」 P.115 ～ P.120

２．予想した事柄が成り立つかどうか考える。

３．「∠ＢＲＰの大きさが一定である」ことの証明を振り返り，条件を変えて考える。

一定になるのでは。

「∠ＢＲＰの大きさが一定である」と予想したことが，
いつでも成り立つことを証明してみましょう。

「ＢＰ＝ＣＱを保ったまま，点Ｐと点Ｑを動かしたとき，
∠ＢＲＰの大きさは一定である」ことが証明できました。

正方形の場合でも，∠ＢＲＰの大きさは一定になるのでしょうか。
このことについてレポートにまとめてみましょう。

証明から正三角形で「∠ＢＲＰの大きさが一定である」ことが成り立つことがわかりました。
さて，正方形に変えて正三角形のときと同じように点を結んで考えてみた場合，
∠ＢＲＰの大きさについて同じようなことがいえるでしょうか。正方形の図をみてみましょう。

∠ＢＲＰの大きさは
∠ＡＢＣの大きさに
等しいことがわかるね。

正三角形だったから一定になった。
正方形だと一定にならないのではないかな。

点Ｐと点Ｑを動かしてみると∠ＢＲＰの
大きさは変わらないようにみえるね。

この場合も△ＡＢＰと△ＢＣＱは
合同になるね。

正三角形だったから，
60°だったんだ。

∠ＢＲＰの大きさは一定になりそう。
正方形だから 90°になるのかな。

証明をかいてみたよ。

ということは，
ＢＰの長さに関わらず，
∠ＢＲＰの大きさは
一定になるといえるね。

ポイント

ポイント

  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　条件を保ったまま図形の形を変えて観察したり，複数の図形の辺の長さや角の大きさを実測したりすることで，成り立

つ事柄を予想することが大切である。その際，コンピュータを利用することも考えられる。
●�　正三角形で成り立つ事柄が正方形の場合でも成り立つかどうか考え，それを説明する場面を設定することが大切である。

その際，レポートなどにまとめることも考えられる。
●�　正三角形や正方形で成り立つ事柄について証明を振り返ることで，証明に欠かせない条件や性質が明らかになり，それ

らを満たせば図形を変えても同じ結論が導かれることを確認することも考えられる。

∠ＢＡＲ＝∠ＣＢＲだから
∠ＢＲＰ＝∠ＢＡＲ＋∠ＡＢＲ
　　　 ＝∠ＣＢＲ＋∠ＡＢＲ
　　　 ＝∠ＡＢＣ
　　　　　60°

　　　∠ＢＲＰの大きさは
　　　60°で一定となる。

A

B P

R
Q

C

R

A
A

B BP

R
RQ

Q

P

D

C C

A
A

B BP

R
RQ

Q

P

D

C C
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数学

B5⑶

「全校生徒の体力向上のために，１日あたりの運動時間の目安を提案しよう」
～目的に応じて資料の傾向を整理して比較し，提案したいことの根拠を明らかにする～
　提案したいことがある場合，客観的な根拠を明らかにしておくことが大切です。そのために情報を適切に読み取っ
たり，視点を変えてまとめ直したりして，複数の資料を正しく比較できるようにすることが大切です。しかし，与え
られた情報に基づいて資料の特徴を比較して説明することに課題がみられました。そこで，本アイディア例では，目
的に応じて相対度数を求めて２つの資料を比較し，「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ということの
根拠を明らかにして提案できるようにする指導事例を紹介します。

授業アイディア例

Ⅰ·Ⅲ
T Y P E

体育委員会では，全校生徒の体力向上のために，「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ことを
提案したいと考えています。

１．２つの資料について相対度数で比較する必要があることを確認する。

２．ヒストグラムで２つの資料の傾向を比較する。

相対度数を求めると，右のようになりました。

同じような傾向ということかな。

位置がずれているのかな。

山の形は，ほとんど同じだね。

横軸の目盛りを見ると，ちょっと違うよ。

全校生徒の体力テストの結果について，１日あたりの運動時間が１時間
未満の人と１時間以上の人で分けて整理すると，右のようになります。

そうですね。では，各階級の相対度数を求めて，
１日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人では
どのような違いがありそうか，調べてみましょう。

２つのヒストグラムの特徴を比較すると，どのようなことがいえるでしょうか。

作った度数分布表から傾向をみやすくするために
ヒストグラムをつくると，次のようになりました。

あれ？重ねたことで
隠れてしまう部分が
あってわかりにくいね。

それなら度数分布多角形に
してみたらどうかな。

それぞれの合計人数が違うから，
度数をそのまま比べることは
できないと思うよ。

合計人数が違う場合は，
相対度数を使えばいい
と思います。

ヒストグラムを
重ねてみよう。

重ねてみれば山の位置の
ずれがわかりやすく
なりそうだね。

〈１時間目〉「��１日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人で，体力
　　　　　　テストの結果に違いがあるかを調べるための工夫の仕方を考えよう。」 階級（点）

１時間
未満

１時間
以上

度数
（人）

度数
（人）

    以上 　  　   未満
10　〜　20 3 0
20　〜　30 18 3
30　〜　40 54 18
40　〜　50 63 57
50　〜　60 33 99
60　〜　70 9 69
70　〜　80 0 9

合計 180 255

階級（点）
１時間未満 １時間以上

度数
（人）

相対
度数

度数
（人）

相対
度数

    以上 　  　   未満
10　〜　20 3 0.02 0 0.00
20　〜　30 18 0.10 3 0.01
30　〜　40 54 0.30 18 0.07
40　〜　50 63 0.35 57 0.22
50　〜　60 33 0.18 99 0.39
60　〜　70 9 0.05 69 0.27
70　〜　80 0 0.00 9 0.04

合計 180 1.00 255 1.00

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90

1日あたりの運動時間が
1時間未満の人の
ヒストグラム

（点）

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90

1日あたりの運動時間が
1時間以上の人の
ヒストグラム

（点）

（相対度数）
0.40
0.35
0.30
0.25
0.20
0.15
0.10
0.05
0

10 20 30 40 50 60 70 80 90 （点）

2つのヒストグラム

教師

ポイント
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B 5　情報の適切な選択と判断（運動時間の調査）

B 5⑶　正答率 18.0 %　　　
　「420分未満より420分以上の女子の方が，合計点が高い傾向にある」と主張
できる理由を，グラフの特徴を基に説明する。

課題の見られた問題の概要と結果

〔第１学年〕
 Ｄ　資料の活用　⑴ イ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成 29 年度　報告書　中学校　数学」 P.140 ～ P.146，　「平成 29 年度　解説資料　中学校　数学」 P.121 ～ P.127

３．資料の傾向を捉えて運動時間の目安を判断し，その根拠を説明する。

４．客観的な根拠に基づいて，わかりやすく提案する。

〈２時間目〉「１日あたり１時間以上運動することが望ましいことの根拠を示し，提案しよう。」

この表し方でも，得点が高い方にずれていることがわかるね。

２つの度数分布多角形を重ねると，次のようになります。この度数分布多角形から，
「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」ことがいえるでしょうか。

同じような形をしている２つの度数分布多角形を重ねたものをみると，分布の位置が
ずれていることがわかり，運動時間の目安を説明する際の根拠となりますね。

ヒストグラムが重なって比較することが難しいときの表し方として，
度数分布多角形の他にも表し方の工夫が考えられますか。

そのような表し方の工夫もあるのですね。
みなさんが体育委員だとして，資料の特徴を基に，
「１日あたり１時間以上運動することが望ましい」
ことについて提案してみましょう。

山の高いところで比べると，
１時間以上の方の得点が
10点高いよ。

ということは，望ましいことの理由は「度数分布多角形が同じような形をしていて，
１時間未満よりも１時間以上の方が右側にある。」という説明でいいかな。

僕は，２つのヒストグラムを右のように並べてみました。
こうすることでヒストグラムのままでも分布を比較する
ことができると思います。

１時間以上の方が
右にずれているので，
「１日あたり１時間以上
運動することが望ましい」
といえそうだね。

右にあるって，
どういうことかな。

いえるよ。だって，
１時間以上の方が
右にあるから。

ポイント

ポイント

  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　資料の大きさが異なる場合，度数で単純に比べるのではなく，相対度数を用いる必要があることを確認する場面を設定

することが大切である。
●�　資料の傾向を判断することができるようにするために，度数分布多角形を用いて２つの資料の分布の特徴を捉える場面を

設定することが大切である。
●�　ヒストグラム，度数分布多角形，幹葉図（幹葉表示），箱ひげ図などの表し方を取り上げ，資料の傾向について話し合う

場面を設定することも考えられる。

私が体育委員だとして，提案してみます。
「１日あたりの運動時間が１時間未満の人と１時間以上の人の体力テストの結果を
比べてみました。この２つの度数分布多角形をみてください。これらを比較すると…」

（点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

（相対度数）
0.40　 0.30　 0.20　 0.10　 　0

（相対度数）
0　 　0.10　 0.20　 0.30　 0.40

1日あたりの運動時間が
1時間以上の人の
ヒストグラム

1日あたりの運動時間が
1時間未満の人の
ヒストグラム

（相対度数）

0.40
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　授業アイディア例は，
どのようなときに
活用できるのですか？
●日々の授業や教材研究
●各学校での研修会や研究授業
●各教育委員会での研修会の資料
など，課題の解決に向けた様々な場面で
御活用いただけます。
　この授業アイディア例が，先生方それ
ぞれの「アイディア」の広がりにつな
がっていくことを期待しています。

　過去の授業アイディア例
や解説資料・報告書はどこ
で見ることができますか？

　国立教育政策研究所のウェブサイトで
見ることができます。

　授業アイディア例 は，
小6や中3の担当 が
参考にするものですか？
　全ての先生が活用できるものを目指し
て作成しています。
　本調査は小 5・中 2までの内容を出題
しており，本調査で見られた課題は，小6・
中 3 だけではなく，学校全体，校種を
通じた系統的・継続的な指導によって改善を
図っていくことが大切です。
　また，国語や算数・数学の「アイディア」を
他の教科等で活用することも考えられます。

　授業アイディア例に示し
てあるTYPE Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと
は何ですか？
　本授業アイディア例では，調査結果
から明らかになった課題の解決に向け
た観点として次の 3つのタイプを設け
ており，様々な方向から課題の解決に
取り組めるようにしています。

詳しくは，授業アイディア例の見方（P.1〜 P.2）を御覧ください。

　課題を把握して，授業の
改善を図りたいのですが，
授業アイディア例のほかにも
参考になるものがありますか？
　授業アイディア例は，解説資料・報告
書と併せて御活用いただくと効果的です。
各アイディア例に「参照

▲

」として該当ペー
ジを示していますので，解説資料や報告書
も御覧ください。

Q&A授業アイディア例

児童生徒のつまずきの状況を把握
し，その解決を図りたいときは

短時間で知識・技能の定着を図り
たいときは

数時間にわたる学習過程の中で，知識・
技能の習得と活用を図りたいときは

授業アイディア例
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一人一人の児童の学力 ・ 学習状況に応じた

学習指導の改善 ・ 充実に向けて

報告書

小学校

国　語
全国学力・学習状況調査

平成 29 年 9 月

国立教育政策研究所教育課程研究センター

　「授業アイディア例」は，
全国学力・学習状況調査の

調査結果を

踏まえて，授業の改善・充
実を図る際の参考となるよ

う，授業の

アイディアの一例を示す
ものとして，国立教育政策

研究所に

おいて作成したものです。

　本調査で見られた課題は
，調査の対象学年だけでは

なく，学

校全体で組織的・継続的な
取組によって改善を図って

いくことが

大切です。
　「授業アイディア例」が

，日々の授業や研修会な
ど様々な

場面で活用され，児童生徒
の学習状況の改善につなが

ることを

期待しています。

111

～目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書く～
～目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書く～
～目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書く～ 333

～ 目的や意図に応じ，必要な事柄を整理して書く～
～ 目的や意図に応じ，必要な事柄を整理して書く～
～ 目的や意図に応じ，必要な事柄を整理して書く～ 444

～ 目的や意図に応じて，話の構成を工夫し，場に応じ
～ 目的や意図に応じて，話の構成を工夫し，場に応じ
～ 目的や意図に応じて，話の構成を工夫し，場に応じ

た適切な言葉遣いで話す～た適切な言葉遣いで話す～た適切な言葉遣いで話す～
555

～ 叙述を基に推薦理由を明確にして，物語の魅力を
～ 叙述を基に推薦理由を明確にして，物語の魅力を
～ 叙述を基に推薦理由を明確にして，物語の魅力を

伝える～伝える～伝える～

7  7  7  

～ 見いだした数量の関係を一般化する～
～ 見いだした数量の関係を一般化する～
～ 見いだした数量の関係を一般化する～ 999

～ 目的をもって情報を収集・整理し的確に特徴を捉
～ 目的をもって情報を収集・整理し的確に特徴を捉
～ 目的をもって情報を収集・整理し的確に特徴を捉

える～える～える～

111111

～ 量の大きさと割合の違いを明確にし，基準量・
～ 量の大きさと割合の違いを明確にし，基準量・
～ 量の大きさと割合の違いを明確にし，基準量・

比較量・割合の関係を捉える～
比較量・割合の関係を捉える～
比較量・割合の関係を捉える～

131313

国語国語国語

算数算数算数
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全国学力・学習状況調査の
結果を踏まえた

平成 29 年 9 月
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目  次
111

～相手に分かりやすいように語句を選択して話す～
～相手に分かりやすいように語句を選択して話す～
～相手に分かりやすいように語句を選択して話す～ 333

～ 多様な語句の意味を理解し，場面に応じて適切に
～ 多様な語句の意味を理解し，場面に応じて適切に
～ 多様な語句の意味を理解し，場面に応じて適切に

使う～使う～使う～

444

～ 文章の表現の工夫に注意して読み，自分の考えを
～ 文章の表現の工夫に注意して読み，自分の考えを
～ 文章の表現の工夫に注意して読み，自分の考えを

もつ～もつ～もつ～

555

～見通しをもって情報を収集する～
～見通しをもって情報を収集する～
～見通しをもって情報を収集する～ 777

～ 図形の移動に着目して，見いだした事象の特徴を
～ 図形の移動に着目して，見いだした事象の特徴を
～ 図形の移動に着目して，見いだした事象の特徴を

的確に捉え，数学的に説明する～
的確に捉え，数学的に説明する～
的確に捉え，数学的に説明する～

999

～ 証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだし発
～ 証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだし発
～ 証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだし発

展的に考える～展的に考える～展的に考える～
111111

～ 目的に応じて資料の傾向を整理して比較し，提案
～ 目的に応じて資料の傾向を整理して比較し，提案
～ 目的に応じて資料の傾向を整理して比較し，提案

したいことの根拠を明らかにする～
したいことの根拠を明らかにする～
したいことの根拠を明らかにする～
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「授業アイディア例」は，全
国学力・学習状況調査の調

査結果を踏

まえて，授業の改善・充実
を図る際の参考となるよう

，授業のア

イディアの一例を示すも
のとして，国立教育政策研

究所にお

いて作成したものです。

　本調査で見られた課題は
，調査の対象学年だけでは

なく，学

校全体で組織的・継続的な
取組によって改善を図って

いくことが

大切です。
　「授業アイディア例」が

，日々の授業や研修会な
ど様々な

場面で活用され，児童生徒
の学習状況の改善につなが

ることを

期待しています。
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全国学力・学習状況調査の
結果を踏まえた
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